
(1) 担当支部： 北海道 5868
分水嶺区分 2004年 1月 3日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
新妻　徹 5868
長谷川　雄助 6103
漆崎　隆 13040

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 宗谷岬 141 56 45 31 22     2       
分水嶺到達点H001宗谷岬 141 56 45 31 22     2       A-1
H002 丸山 141 55 45 29 8      120   A-2

134地点 141 55 45 28 44     134   A-2
丸山 141 55 45 29 8      120   A-2

分水嶺離別点H00宗谷岬 141 56 45 31 22     2       
歩行終了点 宗谷岬 141 56 45 31 22     2       

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

丸山
△167.3

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

  　方向確認に要注意。

（10）その他の特記事項

宗谷岬黒牛牧場まで車使用
宗谷岬～灯台～丸山～134地点

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

23    

11    
11    
55    

11    

(8)2

往復

(8)2

55    

3名 名

会員番号：新妻　徹
(3)山行日：H001宗谷岬～H002丸山～134地点

事務局整理記入欄 北海道－2
風雪

稚内分駐屯地指令「立入禁止」区域内
同上

保存
状況

　　多くの沢が複雑に入り込んでおり、沢の源頭はV字谷が見られる。

３．宗谷丘陵は樹林がなく、積雪約20cmの広大な地域であり、吹雪、濃霧になると中央分水嶺は不明となる。丸山からの南下は

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

る旧軍事道路跡が確認できた。中央分水嶺に沿って約10km南下している。
宗谷岬から、約40kmの北方に旧日本領（樺太）のサハリン海岸が望まれたが、丸山の東１km（地図上89地点）から南方への延び

２．△167.3の丸山は稚内分駐屯地指令「立入禁止」の表示あり、GPS測定はそのゲート前で実施した。

11    
5時間総歩行時間（休憩時間を除く）：

特記事項

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

１．△61.2から83地点（電波塔あり）まで道路沿いに約2kmにわたり宗谷岬肉牛牧場があり、道路は丸山まで舗装されている。



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。
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